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米国の政策転換

中国の競争力の増大

米中新冷戦へ米中貿易戦争

問題の構造：議論の前提

出所：岡本（2016），佐橋（2021）, 益尾（2019），前田（2017)，野口（2021）ら
を参考に作成

• 香港問題
• ロシアのウクライナ侵攻

• 台湾海峡の緊張

日系（多国籍）企業は
いずれかの陣営に直ちに
属することができない
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我々の議論の焦点

国際政治・
制度

歴 史

多国籍企業論・
戦略論
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パネラーの視点

伊田報告
グローバル研究の下降→分断と国家多国籍企業の研究の高まり

石田報告
データ空間（規制，国際的フロー）と多国籍企業の戦略（GVCなど）

内田報告

米中それぞれの陣営が「プロパテント化」に向かっている
→知財の国際的・業際的な利活用における競争戦略の変化

立本報告

米中対立→プラットフォーム（データ資源）経済圏の出現の可能性

川上報告

エレクトロニクス産業のGVCに参加するアジア企業への影響
→サプライチェーンのチョークポイントの戦略
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大きな問い

1. 米中新冷戦時代において，（日系）多国籍企業
はこの状況をいかにして戦略的に利活用できる
のか（すべきなのか）。

2. どのような研究テーマが必要になりそうか（どの
ような多国籍企業問題の解明が学会に求めら
れるのか）。

＊登壇者の報告に加え，關（2020）, 劉（2020），三嶋（2021），安田（2020)などを
参考に作成
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具体的なディスカッション・トピック

多国籍企業の主体性を念頭に，

① （日系）多国籍企業のGVC（GSC）はどのように
変化していくのか（べきか）（配置と調整）。

② データや知財の管理と活用はどのようになって
いくのか（していくべきか）。

③ （日系）多国籍企業は制度変化（新冷戦時代の
さまざま制度）へ影響を与えられるのか。どのよ
うな影響を与えられるのか（与えるべきか）。

＊参加者からの質問等に応じて変更・追加の可能性あり
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